第５学年　保健体育科指導案
日　時　平成25年11月22日（金）第５校時　　　　
場　所　御嵩町立上之郷小学校　５年生教室
授業者　第５年生担任（Ｔ１）
養護教諭　　（Ｔ２）
１　　単元名　　『けがの防止（けがの手当）』
２　　ねらい　　　　　　　　　　　　　　
　　　けがをした時には，けがの悪化を防ぐために，けがの種類や程度などの状況を速やかに把握して行動することが大切であることや，自分でできる簡単なけがの手当の仕方を理解することができる。
３　展開　（５時/全５時）　
	過程
	学　習　活　動
	指導・援助・留意点

	つ
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む
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	１、けがが起こった状況を確かめ，何をしたらよいかを考える。

・声をかける。　　　
・すぐに先生を呼びに行く。
・保健室に連れて行く。
○なぜそうするのですか。
・命の危険につながるけがをしているかもしれないから。
・自分ではどうしようもできないから。
・放っておいたら，けがが悪化てしまうから。
○保健室に行く前に自分でできる手当の仕方はないでしょうか。
・ティッシュで傷口をふく。
２、課題をつかむ。

３、けがの状態から，自分で手当できそうかどうかを判断する。
・軽いけが（すり傷・切り傷・鼻血・軽いやけど等）なら手当できそうだ。
・頭を強く打っていたり出血がひどかったりしたら，自分ではできない。
○自分ではできないと判断したときはどうするとよいですか。
・すぐに先生に知らせる。
・病院でみてもらう。　
４、養護教諭の話を聞き，けがの応急手当の仕方を理解する。
すり傷　…清潔にするため，水でよごれを落とす。消毒する。
切り傷  …血を止めるため，清潔なハンカチなどで傷口を押さえる。
鼻 血　 …血を止めるため，鼻をつまんで，じっとしている。
やけど  …すぐに清潔な水でじゅうぶんに冷やす。
打ぼく・つき指・ねんざ…すぐに冷やす。動かさず静かにしている。
５、実習を通じて，けがの応急手当ができるようにする。
・小さな切り傷なら，傷口をきれいにしてバンドエイドをはろう。

・鼻血が出たときには鼻のこの部分をしっかりおさえるんだね。
・つき指をした時には，引っ張らずに，冷やすんだね。
６、ワークシートで本時のまとめに取り組む。


	・これまでに学んできたことを生かして，自分にできることを考え，発言できた子を認める。（Ｔ１）
・けがの程度によっては，自分の判断で応急手当ができそうなものもあることに気づかせる。（Ｔ１）

【人権教育の観点】
≪認識力≫
けがをしてしまったときには，けがの種類や程度などの状況を速やかに判断して手当をすることが大切であることを理解できるようにする。
・自分で手当ができない大きなけがの場合は

できるだけ動かさず，すぐに近くの大人に知らせることを確認する。（Ｔ１）
・図を用いて症状を提示し，正しい手当の
仕方のポイントを説明する。（Ｔ２）
・Ｔ２の説明に対し，「なぜそうするの？」と

問いかけ，正しく手当することの大切さに気付かせる。（Ｔ１）
・応急セットを用いて班ごとに手当の実習

を行う。（Ｔ２）
【防災教育の観点】
≪関心・意欲・態度≫　
　けがをした時の状況把握の仕方や簡単なけがの手当の仕方を理解し，実際にけがが起きたときに生かそうとしている。
【評価規準】
けがをしてしまったときの判断の仕方や簡単なけがの手当の仕方を理解している。
＜知識・理解＞


【事例】運動場でおにごっこをして遊んでいたＡさんが友達とぶつかって転び，うずくまってしまいました。それを見ていたあなたはどうしますか。











けがをしてしまったときに，自分でできる手当の仕方を学ぼう。








けがをしてしまったときには，それ以上悪化しないように，けがの種類や程度など，状況を速やかに判断する。


自分では手当できないようなけがだった時


→できるだけ動かさず，すぐに近くの大人の人に知らせる。


軽いけがだった時


→自分でできるけがの手当を行う。


☆傷口を清潔に　☆出血を止める。　☆冷やす。








